
アパッチを使用したＨＴＴＰサーバーの作成



ＨＴＴＰサーバーの設定は、ブラウザーより行ないます。以下の手順にて準備してください。

　１．ＨＴＴＰ属性の“コード化文字セット識別コード”が
　　　『００８１９』の場合は、『００９４３』に変更します。（次頁参照）
　　　コマンド：CHGHTTPA

　２．Ｐ－ＣＯＭ画面より、ＨＴＴＰサーバーを起動し、
　　　サーバーインスタンス“ＡＤＭＩＮ”を立ち上げます。
　　　　コマンド：STRTCPSVR SERVER(*HTTP) HTTPSVR(*ADMIN)

　３．サーバーインスタンス起動後、ブラウザーよりｉＳｅｒｉｅｓタスク画面を表示させます。
　　　ＵＲＬはｉＳｅｒｉｅｓにて設定したＩＰアドレスと２００１ポートを指定します。
　　　　ＵＲＬ：http://ＩＰアドレス:2001/

ｉＳｅｒｉｅｓタスクの起動
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ＨＴＴＰ属性の変更

※コード化文字セット識別コードの初期値が『00819』なので、『00943』or 『00932』に変更する
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ｉＳｅｒｉｅｓタスク
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ＨＴＴＰサーバーの基本設定は完了しましたが、実行パス等の設定を行なっていませんので
次頁からは、以下の項目で必要と思われる最低限の設定を紹介します。

　・一般サーバー構成
　・コンテナー管理
　・ＵＲＬマッピング

※詳細につきましては、ＩＢＭ等へお問合せください。
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一般サーバー構成

※DefaultFsCCSIDやDefaultNetCCSIDは、サーバーＣＣＳＩＤやクライアントＣＣＳＩＤの設定にあたる AXELAXEL



コンテナー管理（ディレクトリー処理）
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Directory/Directory Match コンテナー: これは、
そのディレクトリーの名前付きディレクトリーとサブディレクトリーにのみ適用するディレクティブのグループを囲むのに使用されます。
ディレクトリー・コンテナーで許可されたディレクティブが使用できます。
ディレクトリーでは、ワイルドカード・ストリングを使用しても使用しなくても、ディレクトリー・パスを指定できます。
ワイルドカード・ストリングでは、`?‘ は単一文字と突き合わされ、`*’ は一連の文字と突き合わされます。
また、`[]‘ は文字範囲を使用することができます。どのワイルドカードも、`/’ 文字とは突き合わされません。
例: 

<Directory /usr/local/httpd/htdocs>
Options Indexes
FollowSymLinks
</Directory>

Directory Match は、Directory と同じですが、ここでは引き数が正規表現と見なされます。
例: 
<DirectoryMatch "^/www/.*/[0-9]{3}">
これによって、3 つの数値で構成される /www/ 内のディレクトリーと突き合わされます。
指定されたテーブルによって、ディレクトリー・パスおよび式を追加、除去、および編成することができます。
　・ディレクティブ: <Directory>、<DirectoryMatch>
　・タイプ:コンテナーが <Directory> または <DirectoryMatch> であることを指定します。
　　デフォルト値は Directoryです。このフィールドは必須です。
　・ディレクトリー・パスまたは式:ディレクトリー・パスまたは正規表現を指定します。
　　使用可能な値には有効なディレクトリー・パスまたは正規表現が含まれます。このフィールドは必須です。
　　有効な式の詳細については、 HTTP サーバーの正規表現の表記を参照してください。

注 : このヘルプには、対応しているタブに使用できるすべてのフィールドおよび値が説明されています。
選択されたサーバー・エリアのコンテキストに基づいて、タブはフィールドおよび値のサブセット構成のみ可能です (いくつかは、特定のコンテキスト内でのみ有効です)。
詳細については、 HTTP サーバー (powered by Apache）の基本ディレクティブ、コンテキスト、およびサーバー・エリアの概念を参照してください。

ディレクトリー処理のヘルプ
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ＵＲＬマッピング（別名処理）
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別名

「別名」タブでは、ユーザーのサーバー・ファイル・システムにURL をマップできます。

ホスト・ファイル・システムへの URL のマッピング:ユーザーのファイル・システムに URL をマップできます。
URL パスで始まる (%-decoded) パスを持つ URL は、ホスト・ディレクトリーまたはファイルで始まるローカル・ファイルにマップされます。
　・ディレクティブ:Alias、AliasMatch、ScriptAlias、ScriptAliasMatch
　・別名タイプ: この別名を文書または CGI スクリプト（あるいはプログラム）に使用するかどうかを指定します。
　　可能なオプションには、Alias、Alias Match、Script Alias、Script Alias Match が含まれます。
　　Script Alias と Script Alias Match は CGI スクリプト（またはプログラム）に使用されます。
　・URL パス:「別名タイプ」カラムで“別名”または “スクリプト別名”を選択している場合には、このカラムは URL パス・パラメーターです。
　　「別名タイプ」カラムで“別名マッチング”または “スクリプト別名マッチング”を選択している場合には、このカラムは正規表現です。
　　使用可能な値には、有効な URL パスまたは正規表現が含まれます。
　　URL パスに末尾 “ /”を含めた場合には、別名を展開するために、ホスト・ディレクトリーまたはファイルに末尾“ /”が必要です。
　　正規表現については、HTTP サーバーの正規表現の表記を参照してください。
　・ホスト・ディレクトリーまたはファイル:要求された URL がマップされるディレクトリーまたはファイル名指定します。
　　可能な値には、有効なディレクトリー / ファイル名の組み合わせが含まれます。

注 : このヘルプには、対応するタブで使用できるすべてのフィールドおよび値が説明されています。
選択されたサーバー・エリアのコンテキストに基づいて、タブはフィールドおよび値のサブセット構成のみ可能です
(いくつかは、特定のコンテキスト内でのみ有効です)。
詳細については、 HTTP サーバー (powered by Apache）の基本ディレクティブ、コンテキスト、およびサーバー・エリアの概念を参照してください。

別名処理のヘルプ
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構成ファイルの内容
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構成ファイルの内容（ＩＦＳ）
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